
01月

肯

8
と
り
事
守
れ
ず
白
水
・
品
種
は
、
一
一
一
軒
に
一
軒
の
剖
り
で
間
設
し
て
い
る
ぺ
乙
ん
な
務
開
討
が
こ
と
じ
の
ヰ

官
七
月
に
総
務
部
仔
政
課
が
行
っ
た
昭
和
五
十
四
一
年
度
平
場
市
住
民
実
轡
詞
資
交
問
ら
引
に
な
D
ま
し
た
。
今
古

A
H

伺
の
調
官
官
は
、
市
民
白
地
震
対
簡
と
完
適
刊
民
謡
共
済
制
度
へ
の
考
五
万
を
取
P
Kげ
た
も
の
で
二
一
ト
歳
以
官

官
上
り
男
女
古
手
五
百
人
を
一
対
敢
に
、
郭
〉
畏
万
U
刊
行
行
っ
た
も
の
で
す
。
乙
む
う
ち
王
子
二
邑
治
十
八
人
の
万
百

世
か
ら
包
答
が
あ
り
詐
レ
た
が
、
全
体
的
に
ぷ
て
水
食
料
の
砕
山
問
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
悲
加
な
ど
、
地
時
立

官
へ
の
備
え
に
は
、
か
な
わ
J

高
ド
意
識
と
行
動
が
つ
か
が
え
ま
し
た
。
一
方
、
交
通
議
巽
許
に
つ
い
て
は
、
立

官
掛
け
金
を
上
げ
て
も
よ
い
か
ら
、
見
輝
ム
誌
の
増
舗
を
!
と
し
た
常
現
が
あ
る
こ
と
品
川
わ
か
D
去

し

十

、

官

入

役

い
つ
く
る
か
わ
官
官
い
穴
襲
、
い
ず
と
い

-E曹
に
晴
、
号
、
裂
を
的
越
し
必
要
な
の
で
は
i

か
」
と
い
う
問
い
に
、
「
一
一
一
日
あ
と
」

と
し
た
人
が
過
半
数
の
五
一
一
e

同
剤
、

つ
い
で
二
八
・
九
軒
の
「
一
日
あ
と
」

ご
週
間
あ
と
」
と
し
た
人
が
一
八
a

七
町
と
い
っ
た
阪
で
す
3

こ
れ
は
「
少

な
く
と
も
一
一
…
H
按
に
は
蚊
綬
に
左
京
し
ほ

し
い
」
と
い
う
悶
拾
が
込
め
ら
れ
て
い

「
子
供
在
、
火
花
を
、
と
例
裂
を
か
か
、
「
ブ
ロ
ッ
ク
土
れ
制
…
へ
の
反
応
六
期
五
パ
べ
と
い
っ
た
数
以
γ
で
す
。
る
も
の
と
忠
わ
れ
ま
ず
。

す
め
は
し
て
も
、
と
も
か
く
乙
ろ
こ
ろ
は
点
く
、
一
一
二

e
七
軒
、
「
プ
ロ
パ
ン
「
遊
斬
J

刊
の
物
的
を
問
恕
し
て
い
ま

ζ
ろ
と
ろ
転
が
っ
て
し
ま
っ
て
、
は
い
去
五
五
き
ど
は
二
七
二
ニ
す
か
い
に
は
、
「
慎
中
語
、
ロ

l
y

山

飲

料

水

@

食

川

つ
〈
ば
る
の
が
竺
杯
で
し
た
」
。
関
軒
と
い
う
数
字
宣
布
し
て
い
ま
す
。
之
が
七
八
@
七
宮
一
書
く
、
古
川
一
騒
の
確
保
を
山

東
大
地
震
の
経
験
者
は
ζ
う
語
つ
ご
、

υ

い
で
「
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
」
の

ま
す
が
、
そ
む
恐
ろ
し
さ
は
ι

山
識
で

U
Tは
ず

れ

て

も

川

六

八

ら

訂

、

「

霊

医

薬
品
」

器

具
に
関

連

し
で
、

「

地
震
に

広

い
い
雲
わ
せ
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
川
予
知
情
報
を
川
?
索
、
「
重
品
」
出
?
七
急
復
旧
や
霊
裂
の
た
め
、
行
政
機

し
よ
う
。
地
怒
初
災
対
髄
強
化
地
域
の
軒
、
「
食
糧
二
飢
料
広
」
が
三
五
⑨
一
関
か
る
応
援
を
求
め
ら
れ
た
ら
、
あ
な

指
一
ん
に
よ
っ
て
、
そ
の
関
心
も
さ
ら
に
こ
と
し
の
一
月
、
伊
豆
火
山
時
}
証
拠
地
町
と
い
っ
十
点
合
い
で
主
。
た
は
ど
う
し
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
在

高
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
今
問
の
筏
縫
に
静
岡
県
下
で
起
き
た
「
告
良
一
刊
し
ま
し
た
。
己
む
L
は
大
詮
心
づ
よ
い

草
か
ら
は
、
地
害
対
す
る
市
民
の
報
パ
ニ
ッ
ク
」
の
教
訓
が
あ
り
ま
れ
…
行
政
機
関
の
山
需
が
出
ま
し
た
。
「
積
極
的
九
努

え
え
と
均
一
器
、

d
罪

者

あ

が

、

己

と

ほ

ど

さ

よ

ラ

に

還

の

予

知

…

救

玄

に

期

待

川

す

る

」

が

六

千

号

、

認

が

協

山

る
u
と
い
う
鮎
裂
が
で
ま
し
た
。
と
じ
っ
た
問
題
に
佳
品
い
慢
心
が
も
た
ー
し
た
ら
す
る
」
が
ゴ
ア
一
一
軒
で
す
。

そ
の
心
持
J

え
で
は
、
大
出
分
の
索
庭
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

ζ
白
地
銭
予
知
白
ヰ
恥
災
組
織
づ
く
り
を
す
す
め
る
地
儀
対
閣
の
う
え
で
、
行
政
機
関
に

で
地
震
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
そ
し
て
情
報
の
出
し
方
に
つ
い
て
も
開
閉
し
て
段
隊
に
あ
り
ま
す
が
、
乙
の
点
に
つ
い
何
ぞ
望
み
、
期
待
そ
し
て
い
る
の
か

い
ま
す
し
、
大
多
数
の
市
民
が
防
災
訓
い
ま
す
。

ζ
の
結
果
、
「
出
ず
べ
き
で
て
は
「
組
織
の
内
容
に
よ
り
考
え
る
」
と
い
っ
た
点
で
は
、
「
水
@
食
樹
な
と

槙
の
必
要
詮
一
認
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
」
が
八
一
一
了
六
討
を
い
口
め
。
「
た
と
し
た
人
が
三
八
@
何
軒
、
つ
い
で
、
の
肱
傑
」
が
七
五
二
一
…
軒
、
つ
い
で

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
も
参
加
の
窓
と
え
は
子
れ
で
も
持
母
を
ほ
し
い
」
と
「
積
甑
的
に
葬
加
す
る
】
一
が
一
一
一
五
三
…
「
情
報
連
絡
協
制
の
熊
備
」
が
五
回
@

向
が
く
み
取
れ
、
地
域
防
災
対
揮
の
一
回
望
ん
で
い
る
ζ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
討
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
近
所
の
日
、
「
謹
酔
の
損
所
、
道
路
轄
備
」

，
で
心
強
い
結
果
が
て
て
い
ま
す
。
拙
銭
で
は
、
「
五
時
間
以

mL大
地
滋
が
の
人
た
ち
と
参
加
す
る
」
一
一
一
億
八
針
に
内
八
a

七
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
知
情
報
に
つ
い
て
ほ
ベ
予
知
が
は
ず
お
ζ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
地
震
予
知
を
加
え
ま
す
と
、
組
織
の
内
日
次
第
で
と
白
よ
ラ
に
、
調
資
結
果
で
は
地
震

れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
発
表
し
た
万
が
出
さ
れ
十
場
合
、
あ
な
た
が
同
も
に
は
八
六
@
間
前
の
人
が
、
組
織
づ
く
U
に
対
す
る
心
組
み
は
か
な
り
高
い
の
で

が
よ
い
」
と
、
か
な
り
積
極
的
な
と
憩
い
た
と
き
E
つ
し
ま
す
一
か
」
に
は
、
に
協
力
す
る
笹
勢
老
町
し
て
い
ま
す
。
す
が
、
地
誌
に
盟
遇
し
た
こ
と
の
な
い

見
で
す
。
で
は
、
買
同
項
持
者
沼
っ
て
「
火
の
始
末
を
す
る
」
が
一
…
一
一
一
二
-
お
と
ζ

ろ
で
、
出
や
市
の
戊
奴
乙
山
町
駅
へ
咋
代
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

結
果
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
で
一
番
高
く
、
二
抗
議
室
惇
喜
協
を
い
っ
主
で
、
「
議
長
民
話
警
は
、
己
の
調
書
判
定

誌
荒
川
し
た
結
果
と
い
え
ま
す
。
つ
ぎ
に
援
、
故
護
活
動
予
行
わ
れ
る
の
は
、
向
参
考
に
、
対
応
方
誌
を
さ
る
に
研
究
し

…

ま

ず

第

一

に

山

「

一

三

上

λ
に
、
設
す
る
弘
二
丁
目
ぐ
ら
い
し
て
か
ら
だ
と
患
い
ま
す
て
い
く
ζ
と
に
し
て
い
ま
す
。

山

火

の

始

末

を

七

説

、

「

外

出

中

の

軍

政

寄

せ

き

に

Z
F
E〉
i
z
a

連

絡

す

る

い

が

一

千

八

町

、

「

致

露

舞

金

広

間

見

爵

し

を

ま
ず
。
「
大
地
震
が
お
乙
っ
た
場
合
糧
品
等
白
買
い
だ
め
を
す
る
」
が
一
一

i
s
J
4
Z
Y
ど
J
〆
L
a
g
J
一
審
且

写
え
て
、
震
で
一
話
し
凸
っ
た
ζ
と

こ

…

を

い

っ

た

苦

い

で

す

が

、

ヮ

交

通

災

害

共

済

へ

の

意

見

な
雪
ま
す
か
」
に
つ
い
て
は
、
「
あ
ぎ
の
民
間
で
あ
る
「
外
出
ι百
に
い
た
ζ

る」

bc呼
え
た
人
が
七
0
・
一
ニ
封
。
き
は
l
」
で
は
、
「
家
に
帰
る
」
が
ト
今
回
の
鵠
去
を
は
、
も
う
一
つ
の
調
会
を
上
げ
る
に
は
、
現
在
の
掛
け
金
を

「
ど
ん
な
ζ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
か
」
ツ
ブ
で
一
二
九
二
町
、
つ
い
で
「
家
に
濯
を
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
一
一
一
年
吃
か
上
げ
な
け
れ
ば
な
D
ま
ぜ
ん
が
、
そ
れ

に
は
、
「
火
の
始
末
」
が
一
喜
多
く
て
連
絡
す
る
」
が
三
一
一
・
八
本
と
い
っ
た
ら
始
め
た
完
岳
災
存
共
許
制
尽
を
取
タ
で
も
よ
い
で
す
か
}
に
は
、
「
掛
け
金

八
五
二
}
一
石
、
つ
ぎ
が
「
避
難
方
法
と
結
果
で
、
誼
誌
や
交
通
耳
慣
関
白
利
用
が
上
げ
た
も
の
で
す
。
が
ア
よ
市
U
て
も
増
額
を
」
と
し
た
人
が
九

場
所
」
で
八
O
二
一
軒
と
い
っ
た
具
合
理
常
に
高
く
な
る
こ
と
が

f
Fさ
れ
ま
結
果
で
は
、
家
族
の
全
員
が
加
入
し
一
…
7
七
?
を
d
め
ま
し
た
ロ

い

で

す

が

、

数

字

か

ら

は

、

棋

院

闘

の

す

。

て

い

る

家

庭

が

六

郎

-
R軒
、
一
部
の
事
故
白
程
度
の
質
問
で
は
↓
一
週
間

連
湾
方
法
も
真
剣
に
認
し
合
わ
れ
て
い

-
T制
〉
れ
家
臨
が
加
入
し
て
い
る
袋
縫
が
一
回
・
か
ら
一
か
月
」
が
一
一
一
一
ハ
ニ
一
帯
で
一
番

る
様
子
炉
っ
か
が
え
ま
し
た
。
つ
ぎ
り
山
道
く
の
学
校
山
中
ハ
市
と
い
っ
た
と
ζ
ろ
で
す
。
雨
苦
手
、
つ
い
で
ご
襲
来
慌
の
打
僕

「
大
是
正
な
充
て
、
と
い
う
手
引
…
公
園
に
避
難
川
護
制
度
と
し
て
定
着
し
て
き
た
わ
け
殺
度
」
を
一

δ
a
語
、
「
一
か
月
か

喜
読
ん
だ
ζ

と
が
あ
り
ま
す
か

7

3

で
す
が
、
や
は
り
ま
援
「
議
見
舞
金
一
か
月
」
が
一
七
・
語
、
「
一
一
一
か

は
、
五
包
囲
八
苦
人
が
広
三
と
つ
ぎ
に
、
避
難
先
の
霊
で
す
が
、
金
」
イ
針
。
そ
ζ
で
、
目
見
祭
器
額
が
月
以
上
白
書
-
が
一
千
一
設
と
な

寝
泊
え
て
お
D
、
ま
ず
ま
ず
で
す
。
一
一
軍
に
い
て
大
地
問
聞
か
き
た
ら
、
ど
ζ

妥一以っかど
5
一
か
主
主
っ
か
が
い
ま
し
た
。
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
の
都
市
構
造
か
ら
み
て
、
関
東
へ
避
難
す
る
つ
も
り
で
す
か
」
に
は
、
「
見
舞
金
は
死
亡
の
場
合
七
十
万
円
相
剖
成
、
問
の
ホ
v

ん
通
宍
済
収
支
は
実
関

大
地
居
間
以
ヒ
に
二
次
的
乏
雪
白
要
素
が
一
近
く
の
母
校
面
長
鴎
」
と
終
え
た
人
げ
が
白
場
合
一
万
泊
か
ら
と
な
っ
て
い
器
宇
の
状
記
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
掛

あ
る
わ
け
で
一
す
が
、
「
拙
震
が
お
き
た
が
一
番
手
〈
て
凶
九
・

0
町
、
と
な
っ
て
ま
す
。
と
の
額
に
つ
い
て
何
い
ま
す
」
け
金
の
増
額
に
つ
い
て
も
時
間
討
し
な
け

と
吉
、
あ
な
た
の
近
所
に
危
険
と
思
わ
い
ま
す
。
ま
た
、
一
時
的
な
意
味
も
あ
に
対
し
て
、
{
上
げ
た
方
が
よ
い
」
が
れ
ば
作
悼
b
ぷ
い
時
期
に
吉
て
い
ま
ず

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
点

b
ま
す
一
が
、
家
が
つ
ぶ
れ
た
担
、
掛
け
閉
山
一
一
一
二
日
刊
「
現
在
の
ま
ま
で
よ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
品
事
故
に
あ
わ
な

に
対
し
で
は
、
「
特
に
な
い
」
が
一
一
一
九
た
り
し
た
場
合
は
、
{
毅
ぜ
き
や
知
人
」
い
」
が
一
一
一
九
・

0
軒
、
「
わ
か
ら
な
い
工
去
と
努
力
在
、
お
貰
い
に
蛍
い
合

@
六
軒
で
一
番
多
い
と
い
う
結
果
で
し
を
弱
っ
て
い

f人
が
四
三

-
E恥
で
)
い
」
が
エ

γ
七
黙
で
し
た
ロ
「
上
げ
い
た
い
も
の
で
す
。
特
に
、
晶
子
さ
ん

だ
@
も
っ
と
志
、
宮
棋
神
地
盤
か
ら
番
多
く
、
〔
而
の
市
川
腎
場
所
へ
」
が
一
一
一
た
方
が
よ
い
」
と
し
た
f

八
に
、
「
見
舞
由
事
故
訪
L#ι
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
@

""" 
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年
間
援
協
議
会
で
は
、
「
第
八
回
平
域
市
青
少
年
健
全
育
唱
大
会
」

を
、
今
ま
で
と
は
お
も
む
き
を
盆
Y

え
て
、
大
が
か
り
な
出
回
鼠
キ
ャ
ン
ベ

l
yそ
繰
り
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ζ

の
機
会
に
わ
た
し
た
ち
は
、

子
供
た
ち
り
投
界
を
貢
滋
し
、
そ
の
あ
り
の
ま
ま
の
竪
を
理
解
す
る
と

と
も
に
、
新
レ
い
靖
子
関
係
自
あ
り
方
事
7
4
4
3え
で
は
ど
玄
つ
だ
与
え

出
る

町
〉
〈

糊
加
平
塚
書
評
は
、
約
一
一
一
千
五
喜
に
五
百
台
を
叩
季
る
「
立
体
式
自
転
て
ま
た
、

明

輔

自

白

転

車

が

草

さ

れ

て

い

る

。

露

車

駐

車

場

」

義

資

す

る

許

雨

聞

の

検

討

収

容

台

数

に

は

限

度

が

あ

る

。

時

式

武

晴
日
開
辺
で
憾
に
呂
立
つ
放
魔
場
所
は
、
駅
南
が
進
出
ら
一
れ
て
い
る
。

Y
〈

i

l

i

-

-

}

}
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2

成

裕

主

口

、

ラ

ス

力

的

、

言

上

駅

誌

の

以

上

の

よ

五

つ

に

駅

周

辺

に

量

一

近

蓄

の

喜

一

庭

山

ケ

事

情

謡

館

内一一軒諮問
r
H
4
J
J
L
M
A
U
M引
い

〔

浅

沼

戸

一

留

っ

た

と

き

は

委

員

に

穏

談

を

昭

三

持

嚇

立

土

輩
丹
;
年
叩

i

j

j

j

動
博
の
博

神

罰

そ

ζ
で
、
都
市
開
書
道
諜
で
は
車
駐
車
問
題
は
解
決
菩
れ
そ
う
に
な
昔
、
日
転
皇
制
を
し
て
お
一
打
開
口
か
平
日
ま
で
「
人
昨
一
め
、
う
わ
さ
の
需
に
よ
る
い
や
ど
り
一

2
5
川
如

E
後

吟

る

学

代

ザ

料
調
今
年
度
巨
平
豪
華
町
線
(
開
口
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
転
車
利
用
自
主
毒
害
し
た
室
電
る
と
、
一
地
問
」
が
h
わ
れ
る

07Aか
ら
お
と
一
せ
、
露
骨
、

E、
あ

1
1い
開

山

一

吋

肘

午

割

前

問

時

制

抑
制
橋
上
駅
南
側
ー
か
ら
神
浴
中
京
担
前
ま
で
の
協
力
が
ほ
け
れ
ば
で
き
な
い
ロ
非
常
に
近
F
離
(
じ
れ
が
く
J

八
円
幻
〉
…
な
ま
で
、
わ
た
ぐ
し
た
ち
一
人
一
人
の
一
開
制
喝
な
ど
、
日
常
ぺ
間
の
則
て
起
き
る
オ
ん
川
の
刊
以
山
県
を
教
す
教

西
町
凡
の
鶴
繁
い
〉
に
、
約
七
宣
言
収
容
臣
、

ζ
の
悶
雪
解
決
す
る
た
め
の
お
閉
転
車
問
に
よ
る
通
勤
、
週
一
{
」
日
詩
人
椿
」
止
、

z
Lに
よ

っ

て

一

乙

と

が

多

い

。

一

公

山

代

心

大

聞

大

目
見
守
詰
自
主
語
町
一
見
当
日
目
訴
U
G
M
M
J
一許可九十七わるトトリいいじ

H
U
h
-

川

J

菜料一一

錆
セ
y
h戸
1
明
点
、
西
口
極
上
駅
一
泊
両
側
れ
を
翠
患
に
解
決
す
る
と
と
は
、
額
難
ま
で
揖
い
て
い
た
だ
き
た
い
e

ブ

ん

は

、

h

u

「

↓

一

眠

法

」

十
一
月
十
六
臼
〈
金
》
ね
ー
東

海
地
域
を
中
心
と
し
た
大
地
震
を

建
吃
し
た
大
規
模
な
防
災
到
維
が

実
施
さ
れ
る
。
と
れ
に
と
も
な
っ

て
、
市
内
で
は
同
道
)
一
一
習
再
品
聞

の
交
芯
規
制
か
行
わ
れ
る
。
規
制

の
内
容
は
、
午
前
九
時
十
分
か
ら

一
一
十
分
ま
で
の
十
分
間
、
高
浜
A
口

交
差
点
(
須
賀
灯
台
)
か
ら
八
開

通
り
交
差
点
(
臨
時
域
ヶ
反
プ
1
ん
)

ま
で
の
一
・
五
キ
ロ
M
M
を
乏
一
通
ス
ト

ッ
プ
す
る
も
の
。

当
日
は
平
家
警
察
署
と
県
磐
第

二
交
混
機
動
肢
が
出
動
し
、
整
理

誘
議
す
る
。
仕
協
力
在
。

く〉事し込み 11月お日までに、教
育罫員会社会教育課亡需話23-1111
内組524)へ。 なお、奉加者はうわ
ばきを持毒する。

察民綴談窓/~穏予轄婚主主行政セン空一宮ぐ22) 2711 
<>主会答訪自訴 臨月第2第 3金曜81事時-16!薄('J市句話予1])
<>受日車事故相談告誌麗月、水曜日 球時-16時
や購入就業援勤相談箆i畠火、木曜日 9時 -16時
や教育相談毎週月、京、金、土鱒89時-17時、土曜日午前中
守熊市合間相聾 11月初日E金曜臼)13時-1臨時 釈北口三さみ蔚
〈法律相談、変j車事故相談、県政、市政一級相談なと〉

機社会童書内姻談室露骨(5:j)お33
必謹己ときと相談・各車月瞳日く欝5を臨<)13時-15時
母子不自説ー平日、宮時-15時30分・常設
プ主産主喝霊童相讃・平日、 9時-16時

子宮E定額談窓/市役続曹(23)
叩咽般法諸相談吻 12月11日〈火曜臼) .13時-161曹 人敢に得手股があ畠Cl3時受吋〉
人権法控椙談 a行政苦骨相談・月208.12月 4尽く火曙日) .13時 -16時
-1投市民相談ー祭主母丹、京、京、金蝿8 9時-16時
聖霊昌記相訴・ 12月臼〈金癌沼) .13時-...16時
宅地建物相談硲 11月'2:7日(;1<摺日) . 13時-16時 人数に耳障唆があるζlお寺受付〉
住宅相欝・ 11月初日〈肉離日〉・ 131蒋-16時
鞘草患者需 f特許3相談。 12月 38Ul曜認) .IC時-15時
下請取引迫田おっせん月15臼 f木曜日) .13時'30:分-16時
定例年金相談・ 12月13日 C木摺尽) . 9時知分-16時
開質生活不百談・主芸道加曜日・1む時-15時
;j少理相談有平田、 9時-1胆1f布常設〈膏少年課〉

101痔-16時 設時節分-12時
問時付けば穏談惨総務欄かろ

〈市民セジタ}察〉
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「心と，f>O)トれあい、 LOVE'V明}をデ←e，ごした「ひら
つか市」が、 10月21日IE勺ーから東高過点晶り同防衛とモの
問辺の市t註で、にぎやかに閃かれた。

イ己ょ、ます塚ボーイスカウトとガ恥ノレスカワトによる

同連加tv，'l120"か悶の馬民パlレ~r:'，そしてミスじタと市長のオ

」プンヵーによるパレート¥樹液学院高校生のプラスパン}ごな

ど、にぎやかに市民市の幕開けをした。

市民「告の出院は、全部で115尼子、苧づ〈りの民芸品や手芸品、
陶器、相末、京用品などが、チャlJテイパザ一方式で晴られた。

総しものは、公劉や捗行書天!認で、背革コンサートやSLe占
来会などが開かれたが、なかでも人気のあった白はカラオケ大

会。チピッ子まで登場し、ピYクレディむも白まねに見物人もう

っとり、大かっさいを受ける-'1導もあった。

、ぢ，.守

仏師

マ
;
十
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
一
泊
4
出
加
は
、
石
総
ス
ト
ー
ブ
注
ど
の
箆
臨
目
指
異
宇
佐
う
こ
と
か
ら
↑
、
一
年
の
う
ち
で
媛
も
火
事
の
多
4
2
2
ム

門

V
-
2
-
b
い
事
館
。
そ
こ
判
長
A
h

ヰ
も
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
、
「
と
れ
〈
ら
い
〉
患
う
曲
断
を
火
が
ね
ら
っ
」
を
統
一
標
語
，
ム

マ
に
、
駄
の
λ

弔
問
品
刊
災
予
防
遂
動
が
繰
D
広
げ
ら
れ
る
。

…ド

fグノ/出/ノ

ルノノW//)号

18臼〈
午拐事持から

。午有吉7特に花火で予告の会長塁

。小策決行、雨天の場合は

25沼 (お〉に11震延

。議嫁するところ

e菌培付近の道路

・広場、公豊富帯ζ どもの遊び湯

@をの偽公共の場所

平塚子宮幾H;i:霊動索古主主主総台風20時のためごみのはjとなった海岸

一

市へのむ態混・要望・苦情などがあ

Eましたら、お気軽にお出かけをe

11 Jlの援軍霊

臼穆

※i車重量主主議事苦言費も行い該
担当主E諮諜市民相談室 CTE L-23-1111内鶴2鈴 J



A
F
J

ヰ
で
二
十
包
巴
笠
迎
え
た
護
霊
つ

D
は
、
見
附
台
悠
質
問
と
そ
の
広
場
を
メ
イ
Y
会
お
と
L
で
、
十

一
月
十
古
宮
か
ら
十
九
尽
ま
で
昭
一
一
玄
関
繰
り
一
広
げ
ら
れ
る
ζ
と
に
な
っ
た
お
八
円
卓
は
二
十
閥
単
記
念
な
の

で
、
低
母
、
人
銘
の
あ
品
み
つ
け
治
や
農
水
産
物
の
醗
売
、
植
木
市
立

E
の
ほ
か
に
、

V
T
2コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
、
平
域
市
の
辞
世
長
一
世
」
紹
介
し
た

q
A出
場
内
に
お
祭

D
r道
府
宇
設
け
て
、
金
須
ナ
〈
い
や
素
人
落
語

窃
掃
な
戸
春
一
開
い
て
、
祭
り
を
盛
一
D
上
マ
も
っ
と
じ
て
い
る
。
ま
た
、
商

Td軍
関
係
者
二
一
白
人
が
お
生
。

い
白
は
っ
ぴ
砂
告
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
を
お
辺
文
じ
で
い
る
の
で
、
家
放
そ
ろ
っ
て
ぜ
ひ
お
出
か
け
を
.

⑨お祭ザ広場.........17 釘 ~19臼
会場む中央につ〈

わ7そこ;菜子、書官人パy

'17日金魚すくい、
'18白 書事語素人寄市
'1却9日 占イふ、ゾノミtサT
⑧みつiけす干常柱 令 ，υ白e….“...……白日…守@……0日…②η..一陪μ...……守日…..‘川…….. 山.μ.“ .....， 伺上
活の主E堕整理やはんI:i:も位、キズものを集めたみつけ
市。今年はどんな掘り出しもむが出て〈るだろ.']0

⑨農水建物、花き、重量9持品評会…..... 向上
回むろ農悲のみなさんがしておられる野楽や果物

など約 500点が出品される予定。ただし、台風20号のた
め、少し出品物t"蹴るのでは と'U配されている。

⑧工業展 向上
市内の工場ぜ製造している製品を展示する。

⑧ミニエミ二重量霞コーナ-... ，，，.，，....... 向上
市畏tのみなさんに、農作物白収穫の状況をお知らせし
理解をしていただくため、農家で生産しているもの等を

ミエ援闘に再現してみていただくものD 子採なども実際

に章者い、温主主も設習される。

⑧水産展示コーナー ‘……………....，向上
ぬ織や漁枝、漁具、大漁撲など、昔ーなつかしいものも

飾られ、平環市の水疎開業がひと呂でわかる。

⑧産業紹介コーナ-..，...........""...，，，..向上
VTRによって、市内の援業を紹介する。スト」立}
は市内の1人の子供t，i、日常生活のなかから平境市の産
業はどうなっているのだろ5という疑問から、子供の鶴
間によって、ひとつひとつ紹介してゆ〈。

⑧魚の富毒環コーナー・....・M ・..JIJ持台公E襲広場
ふだん家庭の台所で扱っているすパやサジマなどのお

いしい魚のつく夕方などを、魚閥協同組合のみなさんが

契演する。昨仔材、大変な人気でいつも人でいっぱいだ

った魚の調理コーナー〈写真〉

申
し
込
み

部
山
間
缶
詰
工
務
諜
で
は
、
平
塚
都
須
釘
由
工
氏
、
須
到
北
工
ば
の
同
工
区

地
市
計
阿
部
市
改
造
士
地
民
向
按
理
事
業
令
部
を
A
民
日
〕
白
土
地
の
所
有
者
、
ま

植
木
桔
ヱ
町
山
内
の
保
寝
室
、
択
の
と
た
は
借
地
権
者
(
未
整
mmu場
合
は
施

間
お
り
、
一
般
競
争
入
社
L
よ
り
処
升
す
行
者
に
開
け
出
そ
し
て
い
る
方
〉
と
す

試

る

。

る

。

た

だ

し

、

禁

治

産

者

ま

た

は

単

禁

治

日
明
マ
深
部
地
白
日
目
霞
と
担
制
持
者
、
転
出
を
g
的
白
方
等
は
除
〈
。

向日

e
口
番
二
五
一

a
九
六
平
方
針
平
ヤ
入
九
害
加
の
申
し
込
み

恥
堵
市
平
境
宇
中
里
釘
二
四
六
一
日
月
訪
日
h
r
b沼
田
ま
で
区
爾
盤
理

問

ふ

番

一

六

ξ
一
一
平
方
M
M

平
塚
事
務
所
(
市
民
セ
y
h
m
i裏
)
で
一
時
党
け

割
問
平
底
竿
寺
田
町
鵬
一
一
二
三
l
一
付
け
る
。
た
だ
し
、
日
曜
祝
日
は
体

制
。
倒
番
一
一
一
八

L
H一
一
平
方
民
平
み
、
主
曜
日
は
ヰ
前
中
。

日
酔
場
前
半
境
(
ザ
出
ι

一
宮
町
一
一
一
O
九
j
m悶

マ

入

札

ロ

月

5
5市
位
所
A
会
議
室

@
出
番
一

O
一
二
一
八
平
方
M

前
半
で
午
前
九
時
か
ら
。

竣
而
平
塚
{
子
存
の
脇
二

O
九
l
一
マ
入
札
保
誌
金
む
納
付

λ
札
前
ま
で

@
門
別
簿
二
五
二
八
平
方
同
刷
、
平
竣
に
保
留
捕
一
件
に
つ
き
十
万
円
の
入
払

市
平
域
新
宿
字
南
町
通
一
一
一
一
五
l
一
一
一
保
証
金
を
納
付
す
る
。

マ
入
札
害
加
申
し
込
み
の
で
ぎ
る
方
ー
な
お
、
出
瀦
は
、
工
務
課
庶
務
日
開

事
業
ぽ
域
内
〈
本
宿
主
民
、
罵
入
七
反
〈
電
話
訂
i
一六一一一一ニ)へ

諏訪留7

諏訪町会館

納税栂談{式市名む者1理事のII蓄の窓口e'行っています

主主忍寺霊祭広域!こ新築改築される方

。申請書は市民課管理係に用慈してある。

。申請留と住居雪番号付番申議書コを市民課議

口に提出する。

。住居番号は「住所j と名のつぐすべてのも

のに使用される大切なもの.

※詳しいととは、市琵諜〈電話23-1111

向調229)へお問い合わせを。



呼吸もピッタリ…子供音諜金

一
町
内
の
秋
を
迎
充
、
文
化
白
日
を
は

さ
ん
で
行
わ
れ
た
、
第
明
山
田
平
壕
市
文

化
祭
と
、
帯
閉
山
凶
菊
花
展
コ

y
ク
ー
ル

に
、
レ

yズ
者
合
わ
せ
て
み
た
。

文
化
祭
中
心
会
場
の
見
日
山
台
拡
肯
倍

で
は
、
各
会
民
館
グ
ル
ー
プ
、
各
種
毘

体
、
各
研
究
会
の
詩
、
絵
画
、
写
真
、

鎌
倉
彫
、
模
刷
出
な
と
が
展
示
さ
れ
、
来

場
者
の
包
世
帯
っ
て
い
た
。

市
民
セ

y
タ
1
ホ
i
ル
で
は
、
民
謡

詩
吟
、
議
案
、
町
議
な
と
を
、
子
供

か
ら
台
と
し
よ
{Jま
で
が
、
自
己
ろ
む

成
果
を
発
表
し
、
か
っ
さ
い
を
結
び
て

い
た
。紅
谷
町
市
内
山
田
車
場
に
設
け
ら
一
れ
た

菊
花
民
会
場
は
、
と
ζ

一
ふ
換
し
と
大
輪

が
段
さ
ほ
こ
担
、
人
々
の
目
を
な
E
ま

せ
て
い
ル
~
i
L

マ

立派な作品{ζ説明もカカマ入る

に
金
盟
小
学
校

響宝まを前!こして議後の手入れに余念がない

o認E寺 1}i 6箆(尽〉
午前8時開会、 9時出発

(主出場地区に10月 1自己前九よ
1Q居住し、

巴上の:方。 cb三件}ム編成は各地f主体育振興
会単位とし、 1却2ぽ伺チームでもよい。

日一一一一

T 誌でも自問に利用できる。草重自はパス

ケット、パレ」、パドミYトン、卓球。

パドミY トジ、卓球のラケyト、シャトル、

ボ」ノレは各自持-ょする@

く〉沼野寺 }i13霞 (毘〉
午前8，時間金、 9時出発

①大会当沼、市内事業所、

1白から引き続き夜勤するも

争コース 市役所一終l防署神田出張所
一重量E百三主宰思-)翼団入口一中沢橋一山城
中学校ぐ会長5区間32す合加〉

傘殺しiるみ

足108 (月〉午後?草寺~8a寺

12月24臼(}i)グ
なお、運動ぐって上ばきコとi翠動のでき
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〈れない匂うとき 寵島鍵玉炎陪

上彰騒重窮動U訪j秘話 千坂絹守ザd 

父の壬勾咋?γ包輪 木太:佐 H版買
あめ"か駒;語居 山狂田1 太一
風来の人 夏』殿閤工正E正元【
イ}スタ一E街芸笥3 武 酎 i:一
怒密の町;川[什j 草野 附1封雄i荘主

文J立Q7ろに 三浦公;内

地輸の杭 告問ーヲj

第討罰[ 円子人も ffiナ
黒い関 同村野行

間牒 詩村節子

死体が府、完追いかけろ世 間)'(:

"】111111111011111家庭・ 5主，苦'"村山111111111'
おすし交ぜバ絞 見、抱牛子

ゴおiJd"70同 ノN_!J 子

食べてやせる 京畑中'，fJ子
小閑下校のニット 小棋で枝

好掘とH¥開科 村田博莞

ブ'!~.lJツゴク，ブック

L・2・ハYスソ

1川'"社会・科学ーその{宮 11!1I1川
金投資入門 沼苅活指夫

老後'0ライフローク 高羽裕三
践のいい手続き弔問 常国主?治

覧買のグコキ2ング 上野一郎

lUl暇の病気 /J守容 E巨文:
茶の間の日本史 向田哲雄

ti¥]回革命 宮下正t万
世界三ラYキ、ノグピi斜

ヘロy.ハワス
担行{UJヱ洋ノレギ /j，出 五郎

新聞は死んだ F~ 間 弓

臼立グループ 治臼政次郎

のためのミニコYサートと映問?のつどい@

積入場白出 a家族そろって参加を。

公要書ょこう致おうかながあの数犯逮

。と苦 11月25E(E') 13f時30分.-__.，15ち30分
e民央支払引の音頭を歌ってみよう。青少年、

一般〕口入者対象。

*~ランディア研究会

ポラYティアとは相手の心宅思いやるとと

でも、あなたの活動は均という ζ とは 9

・'.講踊を屈んでボランティアの受け入れ担J

からみたボラYテ dプ観など合語k)合おヨ。

・とき 11月28E----12月12日、信羽水曜1"18
時30分1J'ら2ufJ明日分まで、金3白0
・青《戸、一般20人を対象

1今年忘れノ豪華音楽とダンスのタベ

軽音楽とダジスで70勾三代よさようなら
@とき 12月216 く金コ 18時30分~20時30分

@青少年8白人主対象
造内容 事前にダンス議密会 C12月 9日から
["'l)を思考いて、ダンスさE覚えていただき
さ当日首吊れるようにナる。

食休館忍 毎週月曜日 11月剖日〈こと〉
・青少年会館電話 (32)7029 

*催しものの申し込みは、電話または来館在。

• 11fll7日 f土) 00~16 00 
「わたしの謹話i議制神沢利子民

・11月24[:](土) '00~16 00 
fこどもの本の出版状況と問題点j

講師代田昇氏

巳湯所図書館3階ホーノレ
'申し込み 10月23日〈火〉からとども告主力
r:Y/'タ}で受けf寸げる。(電話でも'-JJ)
合体措良 毎週月曜日、月末、祝日[]l月23
臼 C金)) 
3均額警鯨 午254浅戸朝T12-41霊童話31-<l415

住々木みさをさん、小畏峰子さん、内山理容庖

のみなさんがい'コも清掃してくれる大久保主主題

脅博物輯子254浅間1IlJ12-41電話33-5111

大詰央E習会
• 12月初日 (6)淑聾時
「男はつらいよ純樽詩襲j

カラー 1時鶴43分

女こども験室霊会

・月186(日)1α時 14時
「ながくやっ三銭土j

カヨ} アニメ}ショジ分

月23日〈日)窃時 14時
fにんざょ立臣J J:i:7- 7ニメーショ Y

1時間8分 大ここどもわいわいフェスティパ

aとき 11月188CFJコ10時時
ゅ内務F 言2i&桂樹とタイムカプセル、とどち

τをおかさのむを作ろう

体験学曹三ノ')-ズNo.38
'とき 月16日仁日) lC時~158寺
会場博物館 l階科学教宗

・内容 IUlに玄思与や神棚などに飾るヲヨの
おかぎりを作る。

・由し込み往復はがきで12月 4日までa 定
員30入、多い場合は拍せん。

震をJB'i会太!議の蒸点をま調べる
@とき 12月 9日 (6)11持30分~13時まで
陸会場博物館屋と

等内容太陽白書翠d詩のスタッチを行って、静
し〈調べる0

・申し込み往復はがきでは月初日まで。多

い場合は抽せんでお人@

*議然観察会

専の自然をたずねでて霊寄生湖〉

・とき 12月236(6コ雨天中止、号待~16
時

・晶場 主罷野言霊長期付近

eテ』守生物の各越し、対露

@申し込み



追加投与します
10月四日の小沼マヒ主主CJクチ
ン投与は、台風20号のため、大変
む迷惑をおかけいたしました。

そこで、次の日程で、追加接種

を行いますので忘れずに受けて

下さい。

<>臼時 11月21日α。
0時間午能1時3邸対も午後

3時まで。

<>会場器善公民館

ゃん
会田村6150 伊勢原市にある日本

発条株式会社にお勤めの草どた勝議

吉ん (30歳〉と宮子さん (27歳〉
の主主喜男。現在 3~>月苧で品主室7.5地
身長63c也、 7月24日生まれ。
む主人に似たの7う入国カfノミッチ

ロと大きい。フロは、パパが入れ

るのをこわがる白でいつもママ。

砕くやまねをするので、生まれて2
iJ>月白で水泳教事に申し込品、た

だいま入学許可時ち。将来はオP
シピック選手にしたいとか。

初めて妊奇麗されたブヲを対象に母親

教皇室世間〈。早めにお受けを。時間

は午後1時30分から4時まで。母子
鍵鼠手帳と室長記用具を持安。

⑧市役所コース
。場所市骨J済B会議室
く〉申し込み 草書舌iJ'>'立がきで申し込

'[S， (干254宮間町 9-1市保[宮高
生課電話23-1111内綜259)
く>12月 3白、 10問、 17口、 248

⑧保縫新コース
<>場所開健所講堂

。申し込み 第 1臼日に[宵主産会士号へ

中12月 5目、 12目、羽田、 26日

φ平塚保健所て穫話32-013日〉
護費場所・平塚探鍵所

霊童時間・ 13時-14時まで

[3語、見交緩診1
12月 7日 54埠 8月 1臼-10臼生
月14日 54年 8月118-208生
12月21日 54年 8月21日-318a

3歳児鍵診3
12月 8日 51年101守1臼-10日生
12月138 51年10月11日-20日告
12月初日 51年10YJ21[j-31日怨

生捷10か汚から12か月未満の赤ち
ゃんが受ける健E詩。受診できる反概

緩急唱が隈られている。くわしいこと

は込ド担保健所におたずねを。

12月中に満1識になるお子さんを
対""こ乳幼L目指和教F主な隠〈。
日時 12月14円 13時3c分から
場所平器即位所

V
鼓
査
委
員
石
田
出
弘
氏
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小

川

控

町

民

マ
監
町
長
の
種
類
廷
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監
蕊

o集会場所平塚駅改札口号待20分
惨コース 平壇駅自府謹一山ゴ棟 a

霊室生神社 保揮禅寺矢詣.~，淳之村足柄

神社 関二本駅ーIJ叫百原叡一平主主島

くさ伝行料12同3

⑤持撃するもの #当、水筒、はきなれた〈つ

交通費 約1.∞α守口準備を。 主毘さ当悼育課

販売品箆獣肉、ハム全品

劉晋i平常居車刻、売郷格の

1む011につき2(円安@

〈ただし、一部特部品を除<)

問い合わせは市役所生活課

互信註話23.内観264コ
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る
と
こ
吊
品
川
見
受
け
ら

れ
ま
ナ
。
路
上
に
は
、
看
板
、
建
築
材
耕
、

鹿
骨
朗
自
商
品
吋
忽
繋
が
ら
め
空
吉
箱

等
は
、
絶
対
に
出
古
な
い
よ
ー
つ
に
し
等
を
箆
初
し
た
わ
大
瞥
祭
器
月
目
、
市
あ
る
程
反
目
指
債
を
と
ら
芦
認
を
揮

で
く
だ
さ
い
。
道
路
の
無
断
使
用
に
勺
て
い
た
歩
、
ζ
と
か
『
と
m
M欄
を
職
員
に
返
り
指
議
し
て
い
ま
す
。
し
な
い
し
r
考
古
久
、
そ
の
対
議
を
検
討
し

つ
い
て
は
、
欝
察
や
市
健
所
か
ら
注
お
か
し
幻
し
で
強
く
訴
叉
ま
ず
@
か
し
、
い
っ
と
う
に
解
鴇
し
な
い
こ
で
い
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
の
聞
な

滋
や
指
導
を
さ
れ
な
く
て
も
、
市
民
む
指
摘
白
よ
う
に
道
路
の
不
法
占
と
は
事
実
と
し
て
受
け
と
め
て
い
ま
時
?
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
な
事
ん
の
良
識
に
よ
D
疋
し
く
使
用
に
づ
い
て
は
、
従
業
か
ら
ナ
ラ
シ
ナ
。
そ
乙
で
、
道
路
官
煙
者
と
し
て

A
道
路
補
樺
課
管
頭
市
開
V

A

ど
り
〈
常
識
的
相
待
合
同
T
常
現
議

実
習
)

守
口
月
日
日
上
手
な
軍
事
笹
間
四

(
正
月
を
通
T

え
る
擢
儲
と
し
て
)

京
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

ら
十
二
時
十
五
分
ま
で
。
今
川
崎
は
同

開
長
活
セ
y
b
m
l
〈
博
開
デ
パ
ー
ト

本
館
七
階
電
話
泣
i
問
。
九
寸
)

も
結
冨
護
人
一
沼
唱
市
長
…

平
塚
紹
γ
奈
議
所
で
、
新
会
館
む

管
理
人
さ
ん
を
募
集
し
て
い
る
。

応
募
資
格
ば
、
五
十
荷
山
ト
白
調

性
で
、
夫
が
僧
L
動
夢
、
い
る
方
。

給
与
は
月
績
四
万
円
。
希
望
者
は
回
収

麿
h
4
H
F
次
へ
郵
送
の
こ
と
。

市
内
明
石
町
十
番
大
号
平
塚
商

工
会
損
所

(
n
i一一五一
O
)

ケ

ガードレールいつ[部、まで商品告書霊かれては…w

刊

M
見
に
行
い
ま
す

十
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
市
霊

域
ヶ
丘
住
宅
の
募
集
は
、
一
か
月
延

期
し
で
十
二
月
に
行
う
。

と
れ
は
、
申
し
込
み
資
格
の
重
議

な
長
件
で
あ
る
収
入
基
準
(
公
台
住

宅
法
緬
行
令
)
が
十
一
月
中
旬
に
改

正
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
，

ロ
逸
一
郎
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が

も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
、
日
午
、

恵
ま
れ
な
い

十
二
月
一
日
か
ら
年
末
助
け
合
い

運
動
が
拍
ま
る
。

ζ

の
運
動
は
、
老
齢
均
身
俸
L
障

腎
が
あ
っ
た
hu
、
病
気
な
ど
で
長
活

に
恵
ま
れ
な
い
人
び
と
に
対
し
て
、

み
ん
な
の
温
か
い
助
け
合
い
に
よ
D

明
る
い
新
し
い
年
そ
辺
え
て
い
た
だ

ζ

う
と
符
う
も
の
。

み
な
さ
ん
巴
お
宅
に
地
区
の
奉
仕

員
が
治
顧
す
る
の
で
、
む
協
力
を
。

= '1¥'旬刊::; .. ，.・
- ・ 4町免、時

三 崎ヤ射

~ ~ 暗闇a

E 平I11毘一氏所蔵の水路絵図

i まぼろしの水路
z 

E 大野l}，今校付近白人から、昔ζ i 平援慣の北側にあった部体 Cお檎
Eζに平訟凝掃まで続いていた婚が ; やし〉を回り、拘ぴE河東五に向栴
Eあったと鶴いていた包 i って東海道前切り、花水公民揖苦
言 砂丘閣のまん中ともいうべき神 i あたりのほ地に注している@ζ唖
5防判長校付近に、東新国 z大上新 j 低地部分をや新堀筋新回路発場予
E田の小守名がある。 と絵図はしるしている。

E 大上壊(おおかみせき〉掲の寝 j 腐占'1何年lりま記入されていな

5にもひっかかるとζろがある。， いが、御将司こ江太郎左構内様郷
5 平塚八幡宮の草Jにあったもあか j 支配とあり、相模Jけが四之宮IJ、宇
5しJlhは、元はi'li方に掠jれていた i 臆見堂からJ島下にかけて、厚木還
2というα j を削っている乙とからすると、主E
2 平屡宿白二十問軒町と東仲町の i 戸時代中期のことと捻定できる，
Z間あたりに、東海道を横切ってい j 富士硝航れて相模JlI明
きたらしい摺跡があったという。! まD、西ガに埼せてきたゴ11の水@

~ L上、断片的なことを幾っか並 i }部を、乙の水路で排水したと思
Eべたが、これらについてはどうい i われる。 ζ白1くを使って海串近〈
言うわけか、 もどζからホを弓如、て i の低地を開発すると共に、その途
5いたの古、という疑問への解tIili:J: i 中で分水し、西側主砂丘低地から
きなされていなかった。 i花水111畔、東側主四之宮古から須賀
2 とζろが、最近、真土の平Jli良 j に及ぶ相模川畔活胞の水間にガてを
さ~民所蔵文書の中から1枚白水路 i 補給するζとができたし、また新
芸絵闘が見つかったζとで、 ζの疑 i 田¢開発も試みたも由と思える@
5関を解いて〈れた。 i 相模川の流れが東に移り、水0
3 絵図と地J&を合わせながら、 ζ j 取り入れが凶難になると、四之宮
5の水路をたどってみると、まず、 i 北部から田村・真土;の排水を'1ifeA
E四之需の北端から相槙111の水を取 i させていたようであるが、 ζのポ
e !J入れ軍木遂を横切り、同地の小 j 路は寮外車〈控を消したらしい@
5字情、からこの還に平行して南 j そ由事情判官原付近の低地の鍔
言流し、八幡の帯端あたbから向吉 i 発状況などは不服であるe
= 
桝東に献、平援!1購宮酬を i C父費白井弘〉糊たずね慢
翻って、間宮前四鼠地をE躍に流れ、 i 市史編さん室へ (31-0429)

県動物保護セン占}では、捨て犬による野交

の増加と犬による危密を防ぐため、今月も'/)との

釘むで不明犬の巡回収容夜行う。

当日犬を出される方は、 「日1かんj r犬¢鑑
*LJ r注射同友Jと愛犬手拡を持容のうえ会場
へお出かけをa なお、収容車白樺留時間は5分
間なむでおまちがいのないように。

12Jl 羽 (土) 12Jl 8 務 (ニ主〉
9 ∞神田公民館 9・20 松原公民館
9 '20 大野公民館 9 '40 須賀公民館
9 '50 中原公史館 10: 00 花京公民熊
10' 10 墨田公民館 10' 20 富士見公民館
10' 30 誠島公民館 10' 50 地公民館
10' 50 金閏公民館 II ， 15 吉沢公民館
11 ' 10 附跡公民館
11 ' 30 金目公民館

1>ヰ〈ミ

州
い
三
思
え
な
い
。

恥
乙
ん
な
様
平
T
白
話
が
続
〈
一
面
接

日
の
中
で
、
お
母
さ
ん
ほ
次
抽
出
仁
子

ト
供
の
気
持
ち
~
宇
一
九
考
え
て
み
る
乙
と

3

が
で
き
る
よ
う
に
な
D
、
ま
た
自

弔
問
笠
岡
山
却
を
客
閥
的
に
見
つ
め
る
こ

俳
ム
伊
予
き
YJ
よ
う
に
な
っ
た
。

情
先
週
八
ム
鴎
に
連
れ
℃
行
っ
た
。

川
何
人
か
選
ん
で
い
た
:
ひ

LrE白

川
女
の
子
が
ジ
ュ
ー
ス
を
敵
ん
で
い

三
歳
前
の
男
の
子
、
勝
手
な
行
?
の
で
、
そ
の
方
を
じ
ー
っ
と
見

動
が
多
く
親
が
付
い
て
い
な
い
と
て
い
た
が
、
別
に
字
を
甲
山
さ
な
か

ど
こ
へ
で
も
ず
っ
と
ん
で
行
っ
て
っ
た
。
以
前
な
ら
す
ぐ
に
引
っ
た

し
ま
九
九
話
が
通
C
な
い
の
で
し
〈
っ
た
Pし
十
よ
り
に
。
ま
十
勇
白

つ
け
も
で
き
な
い
。
ど
5
し
た
ら
子
白
お
嘉
子
の
袋
に
苧
を
か
け
た

い
い
で
し
ょ
う
か
と
の
相
談
。
で
、
「
い
け
ま
せ
ん
よ
」
と
孟
っ

長
ま
れ
た
時
は
兄
の
方
が
ま
だ
た
ら
す
ぐ
に
や
め
て
ど
苔
と
い
う

小
古
か
っ
た
の
で
、
そ
っ
ち
に
手
こ
と
も
な
か
っ
た
。
今
ま
で
に
な

が
か
か
っ
て
し
ま
一
ぃ
、
一
古
川
襲
か
け
か
っ
た
こ
と
な
の
で
と
て
ち
う
れ

や
あ
や
し
方
主
り
な
一
一
二
一
一
位
悔
し
か
っ
た
@
ま
去
留

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
作
中
J
ζ
、
巨
広
付
っ
た
。
「
お
母
さ

と
z
百
い
な
が
ら
、
次
の
謝
ド
h
J
Jグ
臨
ん
一
緒
じ
読
ん
で
よ
」

き
な
こ
と
が
話
さ
れ
一
一
一
長
許
持
皇
っ
た
。
重
重

た
。
き
い
時
に
お
ん

F
E
王

rん
で
や
っ
た
が
と
て
も

ぷ
ず
る
の
が
好
意
ゃ
警
パ
〆
レ
主
し
か
っ
た
。
ら

な
か
っ
た
。
お
と
な
し
ュ
ゴ
ニ
逼
駁
「
お
母
苧
ん
」
と
言

い
白
を
い
い
ζ
と
に
渡
亦
せ
て
一
ば
え
る
よ
吉
に
な
っ
た
.
か
わ
い
く

か
り
い
た
。
惑
い
乙
と
や
い
た
ず
忠
文
で
な
ら
な
い
と
む
に
と
。

ら
を
年
中
し
て
い
る
。
し
か
ら
Z

親〆
T

穏
係
が
う
ま
く
い
っ
て
、

る
よ
う
な
C
と
尽
か
り
し
て
い
開
手
広
行
動
が
す
っ
か
り
無
〈
な

る
。
自
分
め
気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
日
時
が

あ
高
時
に
は
い
い
。
し
か
る
ζ
と
必
要
だ
が
、
こ
れ
か
品
仏
お
母
さ

も
少
な
く
な
る
。
「
お
母
さ
ん
」
ん
悶
身
の
誇
ぴ
が
ま
す
ま
す
深
く

と
い
主
君
築
制
川
出
な
い
の
で
か
わ
な
る
こ
と
だ
δ
5
0

。巡回沼号室月17日白川蹄~15時平宮市

民セジ主}前〈平塚口」タ}アクトクラブ)/11 

月21 臼〈水)10時~151時県立平塚瞳業高ち(/11

月25日仁田)1α時~15碍富士見公民館 E富二!:J\!，

地区自治会)/11月26日仁月)10時~15時田村

木材-lzY丘一亡しらさざライ才ジズタヨブ)/12 

月 Bて火コ・ 5日 (7J()1閣寺----15時東海大学

誌育会/12月 7B (金) 1C時~13時 関西一ペイジ

トC株)/12月13臼仁木)1α背"'-"15時 日暖車体

〈棋〉

一一ご協力あ習がとうございました一一

説島実J臣室自治会43京、金団地反自治会9日本、日

本クヨクジコルク仁掛)56本、 C株〉三興製作所

30本、大江工業 E株)71本、田中寅金程工業〈株コ

55;2位、プラステク〈株)53本、吉沢池宮自治金

京、県立高呉高校 223本、土屋地氏自治会30本

花赤地民自治会 112本、総評イヒ学同盟パイロット

支部 124:<1<

施設使用料

・給燭式場…・"..・."・......"・・..2.むJOR

e披露望書会場…"'50.人以下……・ 2，2001弓

t … 80.人以下……・ 2.5∞円

湾問い合わせは市民セジ占」事務問資話(32コ2235へe
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